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看護部インフォメーション　I

考える教育体制がここにあります。

キャリア開発支援とそれぞれの支援体制で、安心！
そして自己啓発してください！

看護部を覗いてみよう～！
「奥沢病院ナース、ある日の午後の会話より」

東京都救急告示病院
厚生労働省認定開放型病院

楽しさ満開のページです。

看護部インフォメーション　II

http://www.tmg.or.jp/okusawa/



Nursing master offering circularI看護部インフォメーション

ＴＭＧ(Toda Medical Group) 理　念
　　高度な医療で愛し愛される病院
ＴＭＧ 理念実行方法
　○ 地域住民、地域医療機関と密着した医療
　○ 連携組織による２４時間救急医療体制の実施
　○ 何人も平等に医療を受けられる病院
　○ 医療人として自覚と技術向上のための教育
　○ 最新医療機械の導入による高度な医療

奥沢病院の理念
　～私たちは、患者様の意志とプライバシーを尊重し、
　　　　　　　心のこもった質の高い医療サービスを提供します～
奥沢病院の運営方針
１.「地域医療」を運営の基盤とする
　　地域のニーズに合ったきめの細かいサービスを実践する
　　開放型病院として地域医療ネットワークの充実を図る
　　24時間365日の救急医療体制
　　定期健診の推進や医療情報の広報を通し、積極的な健康づくりを支援する
２．質の高い医療サービスを継続して提供するため、健全経営をおこなう
３．より質の高い医療サービスのための、職員の研修・研鑽を支援する
奥沢病院の目標
●公正で、質の高い医療サービスを提供する
●患者様の権利を尊重し、患者様・ご家族の満足される医療サービスを目指す
●「地域医療」の最前線で、地域住民のための医療サービスを実践する
●医療従事者として広い視野を持ち研鑚に励み、
　常に医療サービスの向上を目指す

1
9
9
7
年
3
月
、
閉
院
し
て
い
た
病
院
の
建
物
を
全
面
改
装
し
、「
21
世
紀
の
都
市
型
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
と
い
う
設
立
コ
ン
セ
プ
ト
で
、
新
し
い
経
営
体
制
と
な
り
、
奥
沢
病
院
は
開

設
し
ま
し
た
。

1
9
9
9
年
に
は
、日
本
最
大
の
病
院
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
中
央
医
科
グ
ル
ー
プ
（
Ｃ
Ｍ
Ｓ
）
の
ひ
と
つ
、

戸
田
中
央
医
科
グ
ル
ー
プ
（
Ｔ
Ｍ
Ｇ
）
の
傘
下
の
医
療
法
人
柏
堤
会
（
財
団
）
に
法
人
組
み
入
れ
と

な
り
、
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
周
囲
の
医
療
機
関
は
も
ち
ろ
ん
、
国
内
外
の
医
療
機
関
と
の
密

接
な
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
ち
、24
時
間
3
6
5
日
、地
域
の
皆
様
の
健
康
を
守
る
「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
・

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
」
で
あ
り
続
け
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
奥
沢
病
院
で
は
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
良

さ
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
自
慢
で
す
。
自
由
で
柔
軟
な
発
想
を
大
切
に
し
て
、
私
達
は
今
後
も
倫
理
的

職
業
意
識
を
持
っ
た
プ
ロ
の
集
団
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
患
者
様
本
位
の
「
心
の
こ
も
っ
た
」「
細

や
か
な
」「
や
さ
し
い
」「
小
回
り
の
き
く
」奥
沢
病
院
独
自
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
て
ゆ
き
ま
す
。

＜地域住民のための医療・看護サービスを実践します＞
主となる看護は・・・患者様を在宅へ。　
急性期の病院機能を担う傍ら、「慢性的な疾患で入院を繰り返す」「家で生活したいけど、介護が難しい」等、本来の
QOLが何らかの事情で上手くいかない。そんな患者様への支援的関わりを積極的に推進しております。患者様を地域・
家庭へ。困った時は相談にいつでも応じ、常に患者様の意志とプライバシー
を尊重し、心のこもった、きめ細かい看護を目指しております。
組織としてのインフォームドコンセントに力を入れ、時代感覚や社会情報に
素早く対応し適応します。

看護部門の紹介

＜オリジナリティあふれる教育＞

◎ひとりひとりを大切に魅力あるナースに！　
　新人教育の第1歩はオリエンテーション。入職前から早々に集合教育、ここではコミュニケーションを中心に、安全・      
　接遇・組織人として必要な基本的研修を学びます。　
◎人間性第一。社会が求める人材を育成！
　看護師は、生涯学習。豊かな感性を持ち、人が好き、自分が好きであること。看護に必要な基本的知識・技術等の
　スタンダード研修から、社会人としての自律研修、1年目から看護の考え方をとことん鍛える研修・院外研修など
　を準備し、一貫して「考える研修」を推進しております。
◎プリセプターシップは職場全体でサポート！
　新人看護師とプリセプターの相性は大切。配属部署で、適任のナースが受入れトレーニングを経て、責任を持って
　育てます。「困っても困らない」そんな職場環境です。綿密なプログラムを用意し、各々の能力に合わせ目標調整し、
　あなただけのオリジナルが出来上がります。

教育・研修制度

福 利 厚 生
調和の取れた生活を！

奥沢ホスピタルの
設立コンセプト

看護部の理念
　　～患者様の意志とプライバシーを尊重し、
　　　　　　　　安心し信頼される看護を提供いたします～
≪方針≫
●患者様の意志とプライバシーを尊重し、
　丁寧でわかりやすい対応（説明）に努めます。
●科学的根拠に基づき信頼される専門性の高い看護サービスに努めます。
●安全と、きめ細やかさの質を高めます。
●地域に密着した病院として役割を認識し
　地域住民のための看護活動を広げていきます。
●看護職としてのほこりを持ち、
　豊かな心で患者・ご家族様、地域、職員との信頼関係を大切にします。
●組織人、専門職業人として一人一人が健全経営に参画し貢献します。 看護師寮

　病院から少し離れた場所に１棟６室あり、バス・
トイレ別、エアコン完備の１Ｋのお部屋です。近
くには、テレビでお馴染みの武蔵小山商店街があ
り、買い物も満喫できます。　病院から離れている
ので、仕事とプライベートの区別ができ、大変好
評です。残念ながらこの看護師寮が満室でも大丈
夫！　お洒落な街、自由が丘の近くに同等のお部
屋をご用意いたします。　　　

厚生施設
　当院では、職員食堂を完備しており、格安でおいしい日
替わりメニューで食事を楽しむことができます。また、院
内外の行事も充実しており、新入職員歓迎会、納涼会、忘
年会など自由が丘や恵比寿、渋谷などで開催しております。
その他、お祭りやフリーマーケット、餅つき大会など地元
商店街との催し物も満喫できます。院外では、戸田中央医
科グループ内の病院対抗で、ソフトボール大会や運動会も
開催しており、職員間の交流の場として楽しんでおります。
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Educational System 考える教育体制がここにあります。

教育委員会
≪教育目的≫

患者さまの権利を尊重し、一人ひとりが主体的に
専門職としての責任を遂行し、患者さまに選ばれる

看護師を育成。自己の成長のため、
学習することを惜しまない姿勢と

生き生きとした環境で働ける人間性を養い
ヒューマンスキルを磨こう。

院
内
研
修
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

≪

年
間
54
項
目
？
の
院
内
研
修≫

「
発
達
段
階
別
研
修
」「
全
体
集
合
研
修
」
を
2
本
柱
と
し
て

教
育
の
運
営
実
施
を
し
て
い
ま
す
。

社
会
・
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
研
修
を
企
画
。
看
護
師

と
し
て
の
資
質
が
高
め
ら
れ
る
よ
う
・
人
間
性
・
社
会
性
を

養
い
、
患
者
さ
ま
に
安
心
し
て
信
頼
し
て
頂
け
る
看
護
師
で

あ
る
た
め
に
看
護
力
を
高
め
ま
す
。
そ
し
て
、
個
人
の
キ
ャ

リ
ア
・
ア
ッ
プ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

プ
リ
セ
プ
タ
ー
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

≪

プ
リ
セ
プ
タ
ー
・
プ
リ
セ
プ
テ
ィ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ん
な
で
支
援≫

ゆ
と
り
あ
る
新
人
教
育
を
推
進
。
年
間
計
画
は
、
看
護
に
携

わ
る
者
と
し
て
の
「
基
本
姿
勢
」「
看
護
技
術
」「
看
護
管
理

の
側
面
」
と
３
分
割
さ
れ
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
従
っ
て
、
プ
リ

セ
プ
タ
ー
シ
ッ
プ
を
実
施
し
、
一
貫
し
た
指
導
が
出
来
る
よ

う
、
シ
ス
テ
ム
化
し
て
お
り
ま
す
。
プ
リ
セ
プ
テ
ィ
・
プ
リ

セ
プ
タ
ー
を
病
院
全
体
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
安
心
し
て
取

り
組
め
る
よ
う
支
援
体
制
の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。

看
護
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

≪

看
護
師
は
生
涯
学
習
で
す
！≫

「
毎
年
新
し
い
何
か
が
生
ま
れ
ま
す
」

日
々
の
看
護
実
践
か
ら
何
気
な
い
疑
問
・
そ
こ
か
ら
研
究
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
つ
ら
い
け
れ
ど
考
え
る
、
わ
か
ら
な
い

か
ら
悩
む
・
・
・
・
・　
研
究
す
る
こ
と
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学

び
論
理
的
思
考
と
科
学
的
根
拠
で
挑
戦
、
統
計
処
理
は
些
か

（
汗
）・
・
・

取
り
組
ん
だ
成
果
は
、
11
月
の
研
究
発
表
会
で
お
披
露
目
で

す
。
大
き
な
学
会
に
負
け
ず
劣
ら
ず
厳
し
い
講
評
。
私
達
は

へ
こ
た
れ
ず
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
前
進
し
ま
す
。

〜
こ
こ
数
年
間
の
研
究
テ
ー
マ
を
い
く
つ
か
紹
介
〜

「
患
者
と
共
に
考
え
る
看
護
計
画
」

「
外
来
に
お
け
る
看
護
記
録
と
は
」

「
口
腔
ケ
ア
の
質
の
向
上
に
向
け
て
」

看
護
補
助
者
さ
ん
も

「
接
遇
対
応
改
善
へ
の
取
り
組
み
」

新人教育
育った大切な芽（貴方）が、美しく

開花するように！！
私たちの職場で気持ちよくチームの一員

として働けるよう応援します。

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

≪

専
門
職
・
組
織
人
と
し
て
の

　
　
　
　
　
　
基
本
を
学
び
ま
し
ょ
う≫

社
会
人
と
し
て
の
心
構
え
や
マ
ナ
ー
を
学
ぶ
と
共
に
基
本
的

な
看
護
技
術
演
習
な
ど
を
実
施
し
、
安
全
で
確
実
な
手
技
を

身
に
つ
け
ま
す
。
２
日
間
の
記
録
研
修
を
含
め
、
一
つ
一
つ

の
研
修
を
丁
寧
に
理
解
す
る
ま
で
お
姉
さ
ん
ナ
ー
ス
が
お
付

き
合
い
！
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
約
６
日
間
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。
学
習
を
し
な

が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
通
し
、
人
間
関
係
を

作
り
上
げ
、
早
く
職
場
に

な
れ
る
よ
う
に
、
や
さ
し

い
ス
タ
ッ
フ
が
待
っ
て
い

ま
す
。

プ
リ
セ
プ
タ
ー
シ
ッ
プ

≪

一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た

　
　
　
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
指
導
で

　
　
　
　
一
人
前
の
看
護
師
に
育
て
ま
す≫

一
年
間
の
プ
リ
セ
プ
タ
ー
シ
ッ
プ
体
制
を
行
っ
て
い
ま
す
。

プ
リ
セ
プ
タ
ー
（
先
輩
ナ
ー
ス
）
か
ら
、
看
護
業
務
に
関
す

る
直
接
的
な
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
看
護
師
と
し
て
一
歩
一

歩
成
長
出
来
る
よ
う
細
か
い
評
価
を
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

定
期
的
な
話
し
合
い
の
場
を
持
ち
、
不
安
や
悩
み
を
解
消
し
、

い
つ
も
元
気
で
仕
事
に
望
め
る
よ
う
、
お
姉
さ
ん
ナ
ー
ス
が

精
神
面
で
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

〜
看
護
師
と
し
て
の
自
信
を
つ
け
よ
う
！
〜

院
内
集
合
研
修

≪

看
護
の
考
え
方
を
鍛
え
よ
う
！≫

●
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

　
年
６
回
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
を
実
施
し
ま
す
。
悩
み

　
や
問
題
を
話
し
合
い
、
意
見
交
換
を
通
じ
て
解
決
す
る
こ

　
と
が
狙
い
で
す
。

●
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト

　
こ
れ
が
で
き
な
け
れ
ば
看
護
は
始
ま
り
ま
せ
ん
。
基
礎
的

　
な
観
察
技
法
と
考
え
方
を
学
び
、
身
体
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト

　
能
力
を
つ
け
ま
す
。「
呼
吸
器
」「
循
環
器
」「
消
化
器
」　

　
「
筋
骨
格
系
」「
脳
神
経
」

看
護
記
録

「
苦
手
」「
自
信
が
な
い
！
」
と
思
っ
て
い
る
あ
な
た
！
大
丈

夫
で
す
。
記
録
の
自
己
監
査
・
他
者
監
査
を
定
期
的
に
取
り

入
れ
看
護
の
思
考
プ
ロ
セ
ス
を
わ
か
り
や
す
く
学
べ
る
よ

う
、
十
分
に
時
間
を
使
っ
た
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
患

者
に
わ
か
り
や
す
く
看
護
の
成
果
が
現
れ
る
記
録
を
書
け
る

よ
う
に
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

そ
の
他

　
・
救
急
時
対
応
の
心
構
え

　
・
人
工
呼
吸
器
の
原
理
と
管
理

　
・
感
染
に
関
す
る
学
習

　
・
医
療
安
全
に
関
す
る
学
習

　
・
看
護
の
倫
理

　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど

ウォッ !!
看護研究スケジュール

ちょっとおふざけモード !!

自慢のオリジナルです

4 5



Career Support キャリア開発支援とそれぞれの支援体制で、安心！そして自己啓発してください！

奥沢病
院　段

階別教
育目的

・研修
運営体

制

キャリ
アアッ

プへの
道

～仕事を通して自分の人生を豊かに～
　看護職の道を選んだからには、それなりの覚悟が必要です。病気を看護するのではなく、病気を背負ったその人の歩んだ人生・今後の人生に
携わりながら、病を抱えたその人自身に「看護」という専門的なお仕事をしなければならないのです。
社会のニーズ・地域のニーズ・患者様そして、ご家族のニーズひとつひとつに対応するには、職員ひとりひとりの仕事に対する真面目で熱心な姿勢・
努力がとても大切です「組織は人なり」と言うように・・・。
　先ずは基本。そして広がる知識と経験・向上心から知恵と自信が身につき、柔軟な看護能力が発揮できていくものだと思います。課題を持てば、
忙しくもなり、学習は増えるばかりです。　常に研鑽を惜しまないそんな職業に誇りを持って欲しい。
　人間の持つ「五感＋α」を柔軟に使い分け、患者様のＱＯＬを高められるよう、看護職として責任ある役割りを担う
のですから、きっと・・・自分自身も日々の経験とともに魅力的な人間に成長することでしょう。
看護師という仕事を引き受けながら成長し、人生の夢（Dream of your life）を設計してください。　
そして私達と看護を実践しましょう。

看護部長より

中間管理職として必要な知識・コンピテンシーを修得し、資源の
向上と人材育成・変革者として運営・マネージメントができる

主任（副主任）として看護実践での役割モデルとなり、看護の質の向上に向け
て課題を見出し取り組める能力を養う

看護の質向上に前向きであり、自己啓発し臨床でのスタッフ教育・指導のあり方を学び学習能
力・人間関係能力・コーチングを高め指導者の心を養う

自己を知りチームリーダーとしての自己問題を明確にし役割能力が向上する

日常の看護活動で、より良い看護実践するためのリーダーシップ能力を養う

社会人、組織人としての心構えを理解し組織の一員であることの自覚が芽生え意欲的に看護師としての一歩が踏みだせる看護部の概
要を知り１日も早く看護実践で力を発揮できるように集合教育をとおし必要な情報・知識・技術を習得し人間関係形成の場とする

科 　 長
係 　 長

主 　 任
副 主 任

臨床指導者

リーダーシップ
レベルII

リーダーシップ
レベルII

新 　 人

院外研修
　ＴＭＧ
　東京都看護協会
　ナースプラザ
　日本看護協会
　他の企業主催

ＴＭＧ専門研修
医療安全　WOC
感染管理　がん看護

臨床看護知識・技術の基礎習得
プリセプターシップ　フォロー研修
組織の理解　マナー（接遇）
コミュ二ケーション技法
リーダーシップ理論１・２
看護過程・技術

人間性・自己啓発領域
人間関係論　キャリア開発
アサーティブネス　コーチング
交流分析　
クリ二カルジャッジメント（べナー）

リーダーシップレベルⅡ
リーダーシップがとれる人材

リーダーシップレベルⅠ
一人立ち（２年目～）

新　人

看護資質の向上

臨床指導者

主任・副主任

看護観および看護倫理
事例発表　ケーススタディ
　　　　　　　倫理レポート
看護論　ヘンダーソン
　　　　ロイ
　　　　オレム　など

学　会
ＴＭＧ　 ＣＭＳ
ＰＯＳ　 褥瘡
看護診断
日本病院学会
全日本病院学会
など

集合教育（トピックス）
高齢者看護
認知症看護
在宅アプローチ
家族看護など

社会性領域
専門職の自律と責務

管理認定コース

看護管理
目標管理
BSC

ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト

管
　
理

専
門
領
域

～プリセ
プターシ

ップ運営
体制～

～働くお
母さんを

応援（支
援）致し

ます～

クリスマス会です

天気のいい日はお散歩

～中途採用者・再就職者支援体制～

　24 時間利用可能な保育室・・・「とまと保育室」
（院内保育）併設しております。産休明け（２ヶ月）
より就学前（6 歳）までのお子様を対象に、常勤ま
たは週 4 日勤務の場合、勤務中の時間利用ができ
ます。
　費用も、お安くさせていただいております。病院
より徒歩３分！

☆各々の経験・能力に応じて、プリセプターシップ
　体制を準備いたします。
　安心して、業務ができるよう相談・支援環境を整
　えます。
☆必要に応じて、セミナーを開催いたします。
　セミナー内容
　・ 最近の医療・看護の動向
　・ 看護職の役割と奥沢病院における看護部門の役割
　・ 看護を提供する上での医療・看護倫理学習
　・ 個人情報の取り扱いと医療安全対策
　・ 接遇
　・ 看護技術および、薬・検査の知識について
　・ 最近の医療器機・器具の取り扱い
　・ 看護過程（看護診断）の考え方と演習
　・ 現場事前実習
　　　　　　　　　　　　等を準備いたします。

プリセプターシップ
委員会

企画・実施・評価

プリセプター

プリセプティ

臨床指導者
所属長 主　任 （プリセプターシップ  

委員）

定例会1回／月（第4火曜日）

報告

相談

提言

裁決

助言・支援

伝達

・二者面談（4・5・6・9・12・3月）
・フォロー研修講師
・プリセプティ・プリセプターの話し合い
  へ参加・見守り・支援体制確認（適宜）

・フォロー研修（7・10・3月）
・二者面談（4・5・6・9・12・3月）
・プリセプター評価表Ⅰ・Ⅱ提出
・OJT　　　　　　（4・5・6・9・12・3月）
  プリセプティ週間目標・月間目標
  課題設定、指導、評価（適宜）

・フォロー研修（4・5・6・9・12・3月）
・OJT
  プリセプティ週間目標・月間目標
  課題設定、実施、評価（適宜）
・offーJT（教育計画に準ずる）

報告

相談

指導

評価

報告　相談

裁決　助言

報告　相談

裁決　助言

報告

相談

指導

評価
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看護部を覗いてみよう～！「奥沢病院ナース、ある日の午後の会話より」

【
新
人
の
頃
は
】

芳
賀
：
米
川
さ
ん
は
、
も
う
す
ぐ
３

年
目
に
な
る
の
で
す
ね
！
ず
い
ぶ
ん

と
お
姉
さ
ん
に
な
り
ま
し
た
ね
。

米
川
：
は
い
、
で
も
と
て
も
早
か
っ

た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

上
村
：
い
つ
の
間
に
か
３
年
も
経
っ

て
い
る
ん
で
す
ね
。
入
職
当
時
と
比

べ
て
何
か
変
わ
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
？

米
川
：
今
は
、
自
分
で
「
な
ん
で
だ
ろ
う
と

思
っ
た
こ
と
」
を
医
師
へ
質
問
し
た
り
、
ス

ム
ー
ズ
に
話
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

例
え
ば
今
後
の
家
族
の
思
い
を
医
師
に
伝
え

た
り
・
・
・
し
て
ま
す
。

芳
賀
：
す
ご
い
で
す
ね
、
た
し
か
に
１
年
目

は
医
師
と
話
す
に
も
一
大
決
心
が
あ
っ
た
り

し
て
？
（
笑
）

上
村
：
・
・
・
ウ
フ
フ
、
今
は
、
堂
々
と
聞

い
て
ま
す
よ
ね
〜
。

米
川
：
そ
れ
か
ら
一
年
目
は
夜
勤
が
怖
か
っ

た
で
す
。
何
が
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
・・・

芳
賀
：
そ
う
で
す
ね
。
お
姉
さ
ん
ナ
ー
ス
と

一
緒
で
も
何
が
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
不
安
っ

て
あ
り
ま
す
よ
ね
。
で
も
、
そ
の
経
験
が
大

切
な
ん
で
す
、
誰
で
も
味
わ
っ
て
ま
す
か
ら
。

と
こ
ろ
で
最
近
ど
ん
な
患
者
さ
ん
が
多
い
で

す
か
？　
　

上
村
：
介
護
度
が
高
く
な
っ
て
き
て
ま
す
ね

〜
。
や
は
り
老
人
の
方
々
も
多
い
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。

芳
賀
：
ど
こ
も
一
緒
で
す
ね
〜
。
在
宅
介
護

が
増
え
、
ご
家
族
へ
の
支
援
も
大
切
に
な
っ

て
き
ま
す
よ
ね
。

上
村
：
と
こ
ろ
で
米
川
さ
ん
、
入
職
当
時
の

思
い
を
聞
か
せ
て
。

米
川
：
ポ
ン
と
職
場
に
出
て
、
何
が
何
だ
か

わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
お
姉
さ
ん
ナ
ー

ス
が
、
い
る
っ
て
こ
と
だ
け
で
安
心
し
ま
し

た
。
自
分
の
こ
と
を
解
っ
て
く
れ
る
っ
て
い

う
か
・
・
・
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
を
フ
ォ
ロ
ー

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
ア
ク

セ
ク
し
な
が
ら
も
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

芳
賀
：
安
心
す
る
関
係
っ
て
・
・
・
ほ
ん
と

あ
り
ま
す
よ
ね
〜
何
を
聞
い
て
も
・
・
・
対

応
し
て
も
ら
え
ま
し
た
か
？

米
川
：
は
い
、
必
要
と
思
っ
た
も
の
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
引
き
出
し
て
下
さ
っ
た
り
、

お
姉
さ
ん
ナ
ー
ス
に
も
わ
か
ら
な
い
こ
と
は

一
生
懸
命
調
べ
て
く
れ
ま
す
。
2
年
目
に
な
っ

て
も
、
そ
の
先
輩
の
フ
ォ

ロ
ー
が
続
い
て
い
る
ん
で

す
。

芳
賀
：
プ
リ
セ
プ
タ
ー

シ
ッ
プ
か
ら
離
れ
て
も
、

先
輩
達
が
フ
ォ
ロ
ー
す
る

の
は
、
良
い
関
係
で
す
ね
。

2
年
目
に
な
る
と
自
分
と

言
う
も
の
が
、
し
っ
か
り
と

出
て
き
た
り
し
ま
す
よ
ね
。

　

私
は
看
護
を
す
る
ん
だ
！
っ
と
い
う
勢
い

み
た
い
な
・
・
・
知
ら
な
い
こ
と
を
も
っ
と

知
ろ
う
知
ろ
う
と
い
う
時
期
か
な
？

米
川：１
年
目
の
時
っ
て
、1
学
年
上
で
も
「
凄

い
遠
い
先
輩
」
っ
て
思
え
る
ん
で
す
。
１
年

し
か
違
わ
な
い
の
に
、
ど
う
し
て
そ
ん
な
に

で
き
る
の
？
っ
て
い
う
感
じ
で
す
、
は
い
。

上
村
：
今
度
は
米
川
さ
ん
が
そ
う
な
る
番
で

す
よ
。
患
者
さ
ん
と
接
し
て
い
て
も
、
今
は

堂
々
と
し
て
い
る
か
ら
ま
ず
大
丈
夫
！
！

芳
賀
：
そ
う
言
え
ば
、
プ
リ
セ
プ
タ
ー
シ
ッ

プ
も
年
々
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す

よ
。
今
年
、
新
た
に
改
訂
し
た
プ
リ
セ
プ
タ
ー

シ
ッ
プ
資
料
を
見
て
ど
う
思
い
ま
す
か
？

米
川
：
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
自
分

で
習
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
思
う

と
・
・
・
大
変
だ
な
ぁ
〜
っ
て
思
う
と
同
時
に
、

学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
、
整
理
さ

れ
て
い
て
、
自
分
で
出
来
た
こ
と
と
不
足
し

た
こ
と
が
一
目
で
わ
か
り
ま
す
ね
〜
。
い
い

な
ぁ
と
思
い
ま
す
。

芳
賀
：
今
、
新
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
１
年
生

は
が
ん
ば
っ
て
ま
す
よ
。
目
標
と
、
そ
れ
に

対
す
る
課
題
が
き
ち
ん
と
立
て
ら
れ
て
い
て
、

評
価
・
振
り
返
り
も
時
間
を
か
け
て
・
・
・
・

今
の
後
輩
指
導
と
自
分
の
と
き
と
照
ら
し
合

わ
せ
て
、
感
じ
る
こ
と
は
？

米
川
：
同
じ
こ
と
思
っ
て
い
た
な
〜
な
ん
て

思
い
ま
す
ね
（
笑
）

芳
賀
：
改
訂
版
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
た
ず
さ
わ
っ
た

上
村
さ
ん
は
ど
う
で
し
た
か
？

上
村
：
と
て
も
大
変
で
し
た
。

芳
賀
：
厚
生
労
働
省
（
医
政
局
・
新
人
看
護

職
員
研
修
指
導
指
針
）
の
指
針
に
従
っ
て
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
見
直
し
ま
す
か
ら
、・
・
・
当
院

の
特
徴
は
、
社
会
人
と
し
て
倫
理
的
側
面
を

重
要
視
し
た「
基
本
的
姿
勢
と
態
度
」及
び「
看

護
技
術
」「
看
護
実
践
に
お
け
る
管
理
的
側
面
」

で
年
間
の
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
上
げ
て

い
る
の
で
考
え
方
が
良
く
学
べ
る
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
定
期
的
に
開
催
す
る
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
研
修
で
、
情
報
交
換
が
出
来
て
い
る

こ
と
が
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。
誰

が
来
て
も
、対
応
で
き
る
プ
リ
セ
プ
タ
ー
シ
ッ

プ
を
目
指
し
ま
す
。

【
看
護
の
力
を
高
め
る
た
め

に
・
・
・
】

芳
賀
：
こ
こ
ま
で
は
、
米
川
さ
ん
の
一
年
目

に
つ
い
て
伺
っ
て
き
ま
し
た
が
・
・
・
看
護

部
の
理
念
に
つ
い
て
・
・
ち
ょ
っ
と
質
問
し

ま
す
ね
・
・

米
川
：
ア
ハ
ハ
〜
。

芳
賀
：
当
院
で
は
毎
週
必
ず
朝
礼
で
病
院
理

念
を
皆
で
声
を
出
し
て
言
っ
て
ま
す
け
ど
・・・

（
笑
）

　

そ
し
て
看
護
部
の
理
念
は
患
者
様
の
意
志

と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
尊
重
し
た
、
安
心
し
て

信
頼
さ
れ
る
看
護
で
す
。
・
・
・
病
棟
目
標

に
全
て
入
っ
て
い
ま
す
ね
。

と
に
か
く
安
全
に
は
、
先
ず
力
を
入
れ
て
い

る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
な
っ
て
思
い
ま
す
よ
。

安
心
す
る
看
護
か
ら
・
・
・
丁
寧
に
！
！

他
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
は
、
倫
理
観
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
ね
。
今
の
医
療
で
凄
く

大
切
な
こ
と
で
す
。
入
職
し
て
2
年
目
で
、

深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
か
？

上
村
：
は
い
、
倫
理
は
、
自
分
の
症
例
を
用

い
て
ふ
り
返
り
を
行
っ
て
・
・
・
ず
い
ぶ
ん

悩
み
ま
し
た
、
と
て
も
悩
ん
だ
の
で
レ
ポ
ー

ト
評
価
の
コ
メ
ン
ト
は
、
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
で
す
。

芳
賀
：
そ
の
こ
と
が
日
々
の
現
場
の
中
で
実

践
と
し
て
現
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・
・
・
・
。

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
た
だ
け
に
終
わ
る
の
で

は
な
く
・
・
・
ま
た
、
考
え
る
上
で
モ
デ
ル

と
な
る
先
輩
が
い
る
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。「
あ
れ
っ
て
ど
う
思
う
？
」
っ
て
い
う

疑
問
を
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
す
ぐ
に
取
り
上

げ
る
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
す
る
。
そ
し

て
学
ぶ
。

上
村
：
う
ん
う
ん
。

と
こ
ろ
で
、
米
川
さ
ん
よ
く
病
棟
で
絵
を
か

い
て
い
る
の
を
見
か
け
ま
す
が
・
・
・
・
？

米
川
：
は
い
、
絵
を
描
い
て
、
患
者
さ
ん
に

季
節
感
を
味
わ
っ
て
も
ら
え
れ
ば
・
・
・

と
思
い
や
っ
て
ま
す
。
曜
日
が
わ
か
ら
な
い

患
者
さ
ん
も
い
ま
す
か
ら
。（
笑
）

上
村
：
と
て
も
素
敵
な
発
想
で
す
ね
。
見
習

わ
な
い
と
・
・
・（
笑
）

芳
賀
：
そ
う
言
え
ば
最
近
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

と
の
関
わ
り
が
ふ
え
て
い
ま
す
か
？

上
村
：
は
い
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ナ
ー
ス
は
皆

在
宅
支
援
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
ね
。
で
す
か

ら
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
の
連
携
も
活
発
に

な
っ
て
い
ま
す
。

上
村
：
在
宅
へ
・
・
・
介
入
を
考
え
れ
ば
、

入
院
し
て
い
る
環
境
か
ら
、
在
宅
で
の
患
者

さ
ん
背
景
を
ま
ず
理
解
す
る
こ
と
が
と
て
も

必
要
で
す
し
、・
・
・
在
宅
支
援
に
力
を
注
い

で
・・・
い
か
な
い
と
で
す
ね　

プ
ラ
イ
マ
リ
ー

ナ
ー
ス
が
中
心
と
な
っ
て
、
責
任
を
持
ち
、

在
宅
支
援
フ
ァ
イ
ル
も
今
見
直
し
て
い
ま
す
。

上
村
：
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
4
階
フ
ロ
ア
ー

病
棟
（
障
害
者
病
棟
）
で
は
、
患
者
さ
ん
の

ケ
ア
に
と
て
も
力
を
入
れ
て
ま
す
ね
。
今
年

は
、
口
腔
ケ
ア
の
取
り
組
み
を
発
表
し
ま
し

た
。
誰
が
、
担
当
し
て
も
、
同
じ
目
線
（
ア

セ
ス
メ
ン
ト
）
で
適
切
な
ケ
ア
を
実
施
で
き

る
そ
ん
な
、
口
腔
ケ
ア
・
・
・
す
ご
く
い
い

な
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
の
病
棟
で
も
、
が
ん
ば
ら
な
い
と
・
・
・

【
看
護
の
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・

コ
ン
セ
ン
ト
っ
て
？
】

芳
賀
：
日
々
の
看
護
の
中
で
も
、
個
別
性
の

あ
る
看
護
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
患
者
さ
ん
と

そ
の
ご
家
族
と
の
関
わ
り
で
、
家
族
看
護
と

い
う
こ
と
に
今
と
て
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
。

３
年
前
に
取
り
組
ん
だ
看
護
の
ご
案
内
を
、

上
手
く
活
用
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
聞

か
れ
て
情
報
を
提
供
す
る
の
で
は
な
く
て
、

私
達
自
ら
が
、
看
護
の
ご
案
内
を
す
る
こ
と

が
と
て
も
大
切
だ
な
っ
て
思
い
ま
す
。

上
村
：
私
の
病
棟
も
、
一
丸
と
な
っ
て
看
護

の
ご
案
内
（
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
）
を
や
っ

て
い
ま
す
が
、
本
当
に
大
事
な
こ
と
で
す
。

看
護
部
で
統
一
し
た
看
護
の
ご
案
内
用
紙
に
、

少
し
ず
つ
工
夫
を
重
ね
て
、
患
者
・
ご
家
族

様
へ
私
達
の
お
仕
事
や
、
で
き
る
事
を
丁
寧

に
ご
案
内
す
る
こ
と

芳
賀
：
患
者
様
フ
ァ
イ
ル
「
ご
自
由
に
ご
覧

下
さ
い
フ
ァ
イ
ル
」
も
導
入
し
て
ず
い
ぶ
ん

経
ち
ま
す
が
、
私
達
が
考
え
る
情
報
を
公
開

す
る
と
い
う
看
護
部
の
方
向
性
が
あ
る
こ
と

で
、「
安
心
」
と
い
う
医
療
が
そ
こ
に
あ
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。

上
村
：
今
で
は
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
行
っ

て
い
る
こ
と
が
、
時
々
患
者
様
か
ら
、「
こ
ん

な
こ
と
も
や
っ
て
る
の
で
す
ね
」
っ
て
言
わ

れ
る
と
、
と
て
も
嬉
し
く
な
り
ま
す
。
看
護

師
と
し
て
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
、

情
報
と
し
て
書
か
せ
て
い
た
だ
き
フ
ァ
イ
ル

に
す
る
の
で
す
が
、
そ
れ
が
自
然
と
な
っ
て

ま
す
。
患
者
様
に
は
時
々
び
っ
く
り
さ
れ
た

り
・
・
・
。

芳
賀
：「
こ
こ
に
来
て
良
か
っ
た
」
っ
て
言
わ

れ
る
こ
と
よ
く
あ
り
ま
す
よ
ね
？　

米
川
さ

ん
、
如
何
で
す
か
？

米
川
：
そ
う
な
ん
で
す
。
そ

ん
な
言
葉
を
良
く
言
っ
て
い
た

だ
け
る
の
が
と
て
も
嬉
し
い
で

す
。

上
村
：
退
院
時
の
患
者
様
ア
ン

ケ
ー
ト
か
ら
も
評
価
し
て
い
た

だ
い
た
言
葉
を
聞
く
と
嬉
し
い

で
す
よ
ね
。

【
Ｔ
Ｍ
Ｇ
っ
て
？
】

上
村
：
私
は
、
中
途
入
職
だ
っ
た
の
で
す

が
・
・
・
当
時
は
、
T
M
G
っ
て
？
っ
て
思

い
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
病
院
な
ん
で
す
よ

ね
・・・
ず
い
ぶ
ん
と
組
織
が
大
き
い
の
で
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。

米
川
：
私
は
、
付
属
の
看
護
学
校
卒
業
だ
か

ら
・
・
・
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
。

上
村
：
同
期
生
の
交
流
の
場
も
あ
っ
て
い
い

で
す
よ
ね
。

芳
賀
：
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
あ
る
の
に
は
な
ぜ

か
び
っ
く
り
し
た
よ
ね
〜
。
あ
と
、
運
動
会

も
あ
っ
て
と
て
も
楽
し
い
で
す
し
。

２
人
：
ほ
ん
と
楽
し
い
で
す
。
本
部
研
修
で

初
め
て
会
っ
た
人
と
、
グ
ル
ー
プ
の
イ
ベ
ン

ト
で
再
会
す
る
の
も
楽
し
い
で
す
ね
。

芳
賀
：
グ
ル
ー
プ
の
運
動
会
は
家
族
で
行
く

か
ら
遠
足
気
分
で
す
。（
笑
）
そ
う
い
え
ば
、

入
職
時
に
大
き
な
学
会
が
２
回
あ
る
っ
て
言

わ
れ
、
入
職
早
々
に
発
表
し
ま
し
た
が
・
・
・

と
て
も
こ
れ
っ
て
い
い
な
〜
と
思
っ
た
の
を

覚
え
て
い
ま
す
。
専
門
学
会
も
い
い
で
す

が
・
・
・
各
職
種
（
医
師
・
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
・

事
務
等
）
が
集
合
し
て
行
う
学
会
も
い
い
で

す
よ
ね
〜
。

【
パ
ワ
ー
の
源
、
看
護
部
の

あ
れ
こ
れ
】

芳
賀
：
さ
て
、
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
を
惜
し
ま
な

い
私
達
の
最
近
の
委
員
会
活
動
は
？

米
川
：
記
録
委
員
会
な
の
で
す
が
・
・
・
早
々

に
沢
山
の
研
修
に
行
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
看
護
協
会
の
研
修
で
は
、
先
輩
ナ
ー
ス

に
混
ざ
っ
て
大
変
で
し
た
が
・
・
・（
笑
）
そ

れ
に
、
リ
ス
ク
の
研
修
で
は
、
記
録
の
位
置

づ
け
を
学
び
、
看
護
の
成
果
と
同
時
に
、
何

か
が
起
き
た
と
き
に
は
大
切
な
重
要
書
類
に

な
る
こ
と
も
学
べ
た
の
で
、
ま
す
ま
す
書
く

力
と
い
う
の
を
高
め
て
行
か
な
く
て
は
・
・
・

と
思
い
ま
し
た
。

芳
賀
：
委
員
会
で
は
、毎
年
達
成
す
る
課
題
が

そ
れ
ぞ
れ
明
確
に
さ
れ
て
い
る
の
で
、が
ん
ば

ら
な
い
と
で
す
ね
。N
S
T
の
活
動
は
、結
束

力
が
凄
い
で
す
。言
っ
て
い
る
こ
と
に
責
任
と

信
頼
が
厚
い
。科
学
的
検
証
が
入
っ
て
活
動

し
、皆
勉
強
し
て
る
か
ら
・・・
従
う
し
か
な
い

で
す
。他
に
強
力
な
教
育
委
員
会
、医
療
安
全

委
員
会
、縁
の
下
の
力
持
ち
、細
か
く
見
直
す

業
務
委
員
会
、凄
腕
の
感
染
委
員
会
（
監
査
は

厳
し
い
で
す
）な
ど
、ま
た
褥
瘡
委
員
会
は
Ｎ

Ｓ
Ｔ
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
現
在
活
動
中
で
す
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
広
報
、Ｃ
Ｓ
活

動
も
と
て
も
活
発
で
す
。

【
仕
事
が
終
わ
っ
た
ら
】

芳
賀
：
二
人
は
、
仕
事
が
終
わ
っ
た

ら
ど
う
し
て
る
の
？

上
村
：
主
任
は
・
・
・
家
遠
い
で
す

よ
ね
？

子
育
て
真
っ
最
中
で
大
変
で
し
ょ
う
。

芳
賀
：
そ
う
ね
。
子
供
を
2
人
抱
え

て
い
る
け
れ
ど
、

「
と
ま
と
保
育
室
」
が
あ
っ
て
・
・
・

子
ど
も
の
こ
と
を
大
切
に
し
て
く
れ
る
環
境

が
あ
る
か
ら
助
か
る
わ
。
産
休
後
の
復
帰
の

時
も
働
く
お
母
さ
ん
を
応
援
し
て
く
れ
る
し

ね
。
そ
れ
に
産
前
産
後
の
不
安
も
看
護
部
、

そ
し
て
フ
ロ
ア
全
体
で
支
え
て
支
援
し
て
く

れ
る
と
こ
ろ
が
安
心
で
す
。
24
時
間
保
育
の

保
母
さ
ん
か
ら
は
、「
仕
事
の
時
は
、
何
も
心

配
し
な
い
で
下
さ
い
」
っ
て
言
っ
て
下
さ
る

の
で
と
て
も
あ
り
が
た
い
で
す
よ
。
自
分
の

子
供
の
よ
う
に
可
愛
が
っ
て
・
・
・
。
母
に

強
い
見
方
か
な
〜
。
本
当
に
「
先
生
さ
ま
」

で
す
。
子
供
も
生
き
生
き
と
楽
し
ん
で
る
か

ら
。
そ
れ
に
、
当
院
は
小
児
科
常
勤
医
も
い

る
の
で
・・・・・
。
毎
月
の
保
育
室
会
議
「
お

母
さ
ん
何
で
も
言
い
合
お
う
会
」
で
は
、
子

育
て
相
談
の
会
に
も
な
っ
た
り
し
て
・
・
・

子
供
の
自
慢
話
に
な
る
こ
と
も
・
・
・
。（
ア

ハ
ハ
）

米
川
：
私
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
は
・
・
・
今
教

習
所
に
通
っ
て
い
る
ん
で
す
。
早
く
免
許
を

取
っ
て
車
を
買
い
た
い
ん
で
す
。

上
村
：
い
い
で
す
ね
〜
。
頑
張
っ
て
ね
。
そ

う
言
え
ば
、
米
川
さ
ん
は
寮
な
の
？

米
川
：
私
は
違
う
け
れ
ど
、
と
て
も
綺
麗
な

寮
な
ん
で
す
よ
ね
。
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
先
日
遊
び
に
行
っ
た
ら
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。

芳
賀
：
寮
同
士
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
帰
り
に
食

事
し
た
り
、
鍋
パ
ー
テ
ィ
ー
し
た
り
し
て
ま

す
よ
ね
。

上
村
：
こ
こ
は
、
場
所
も
い
い
所
で
す
か
ら
、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
環
境
は
重
視
し
な

い
と
も
っ
た
い
な
い
で
す
！
！

（
笑
）
今
は
凄
い
仕
事
が
楽
し
い
で

す
よ
。
大
変
さ
も
あ
り
ま
す
が
・・
。

最
近
、
自
分
の
時
間
も
上
手
く
使

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
す
ぐ
近

く
の
自
由
が
丘
に
は
、
カ
フ
ェ
や

癒
し
の
環
境
（
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
が
整
っ
て
い

る
の
で
あ
り
が
た
い
で
す
。
チ
ャ
ン
ス
が
あ

れ
ば
芸
能
人
に
お
目
に
か
か
る
こ
と
も
あ

り
・
・（
笑
）

【
職
場
で
大
切
な
こ
と
っ
て
】

芳
賀
：
羨
ま
し
い
で
す
ね
〜
。
自
分
の
時
間

が
自
分
の
た
め
に
使
え
る
の
は
・
・
・
仕
事

と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
両
立
で
大
切
な
の
は
人

間
関
係
で
す
よ
ね
〜
。
言
い
た
い
こ
と
が
言

え
る
。
そ
れ
が
出
来
る
環
境
で
す
。
２
人
は
、

奥
沢
病
院
に
ど
ん
な
こ
と
を
感
じ
ま
す
か
？

米
川
：
働
く
職
員
が
す
ご
く
良
い
っ
て
言
っ

た
ら
い
い
の
か
な
〜
。
働
き
や
す
い
で
す
。

そ
れ
が
好
き
な
と
こ
ろ
。

上
村
：
私
は
・
・
自
分
と
同
じ
よ
う
に
一
緒

に
が
ん
ば
ろ
う
と
思
う
仲
間
が
い
る
し
、
が

ん
ば
っ
て
い
る
人
が
沢
山
い
る
か
ら
が
ん
ば

れ
る
。
そ
れ
が
・
・
・
い
い
か
な
。（
笑
）
部

長
室
へ
突
然
行
っ
て
も
話
し
て
も
ら
え
る

し
・・・
離
れ
て
い
る
け
ど
近
い
存
在
・・・
。（
ニ

ヤ
リ
）

米
川
：
医
師
も
・
・
・
話
し
や
す
い
で
す
し
ね
。

米
川
：
あ
っ
！　

そ
う
言
え
ば
、
部
長
室
へ

行
く
と
、
時
々
カ
フ
ェ
オ
レ
を
い
た
だ
い
た

り
・
・
・（
も
ち
ろ
ん
時
間
外
で
す
よ
〜
）

芳
賀
：
そ
う
で
す
ね
〜
。
叱
っ
て
く
れ
る
環

境
で
も
あ
り
、
厳
し
さ
が
あ
る
け
ど
必
ず

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
あ
る
か
ら
・
・
・
成
長

で
き
ま
す
。
困
っ
た
と
き
は
ほ
っ
て
お
か
な

い
・
・
・
。
そ
ん
な
私
達
の
環
境
・
・
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
続
く
・
・
・
？
？
）

主任：芳賀さん
3年目ナース：米川さん

臨床指導者：上村さん

Conversation in the afternoon
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On & Off 楽しさ満開のページです。

10 11

真剣な表情

え～と !!

集中 ̶ ̶̶  ̶!

ちょっとどうする？

海の中は別世界

アロマセラピーの先生？

医療安全勉強会

看護研究発表会

クイズ合戦

地域の人と「ふれあい祭り」

奥澤神社祭り
子供３人　母強し‥‥

熱く語るカンファレンス～

キャンドルサービス

あら、まあ～

ダブルチェック !!

笑顔

運動会

え？モデルさんですか？自由が丘でランチです



Nursing Department 看護部インフォメーションIIⅡ

私は新卒で当院に入職し４年になります。今で
はプリセプターシップでプリセプティに関わ
り、伝える事の難しさや成長していく姿に嬉し
さを感じながら自身の役割りの大切さを実感
しています。新人さんにとって、病院での日々は緊張と不安の連続
だと思います。実際私はそうでした。そんな時の一番の理解者であ
り、身近な存在でいられるように心がけています。プリセプター
シップをサポートする教育カリキュラムが充実している他にも、院
内・病棟勉強会が盛んに行われており、勉強できる環境が整ってい
ます。向上心あるスタッフと共に自身の課題に挑戦し患者様に最善
の医療・看護を提供していきたいです。

自由が丘から徒歩 7 分と交通が良く、有名なス
イーツ店が並び毎日の通勤がワクワクするよう
な環境です。私は中途入職でしたがすぐにきめ
細かな教育プログラムがスタートし、日々の援
助が不安なく実施できたのを覚えています。また看護師を志した頃
の「関わる事で苦しみを和らげたい」「何かに繋がる援助がしたい」
という気持ちを大切にし目の前の患者様とじっくり向き合える場
所である病院と感じています。人と人との関わりを大切にする中で
看護師として成長していきたい。そう考えている方は是非いらして
下さい。秋はお神輿を担ぐ事もできます。祭り好きな方も是非どう
ぞ。充実した毎日が過ごせる事と思います。

年　　　　　月　　　　　日現在

年　　　　　　　　　月生（満　　　　　歳） 男 ・ 女
※

現住所　　〒

氏　　名

ふりがな

ふりがな

現住所　　〒

年 月 学歴　・　職歴など（項目別にまとめて書く）

（現住所以外に連絡を希望する場合のみ記入）

ふりがな

履　歴　書
写　真

（横 3 ㎝ × 縦 4 ㎝）

笑顔の写真を
貼ってください

記入上の注意 ①鉛筆以外の黒または青の筆記具で記入。　　②数字はアラビア数字で、文字はくずさず正確に書く。
③※印のところは、該当するものを◯で囲む。

患者様とじっくり向き合える病院
Miyauchiさん

看護師を目指す皆さんへ
Abeさん

～当院
ナースより

新入職者に向けて～

４
階
病
棟
、
５
・６
階
病
棟

　
障
害
者
病
床
を
引
き
受
け
る
4

階
フ
ロ
ア
ー
は
、
神
経
難
病
や
高

次
脳
障
害
の
患
者
様
が
入
院
さ

れ
、
人
工
呼
吸
器
が
常
時
10
台
以

上
稼
動
し
て
お
り
ま
す
。
個
室
を

含
む
５
・
６
階
フ
ロ
ア
ー
は
、
手

術
後
や
様
々
な
疾
患
の
亜
急
性
期

の
患
者
様
が
入
院
さ
れ
ま
す
。

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
大
切
に
し
て
、

細
や
か
な
看
護
が
提
供
で
き
る
よ

う
に
日
々
研
鑽
を
積
ん
で
お
り
ま

す
。
子
育
て
と
の
両
立
を
し
て
い

る
ス
タ
ッ
フ
も
多
く
、
い
つ
も
笑

顔
の
絶
え
な
い
暖
か
い
雰
囲
気
の

病
棟
で
す
。

２
・３
階
病
棟

　
当
病
棟
は
、
内
科
・
外
科
・
整

形
外
科
が
混
合
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

年
齢
層
の
患
者
様
が
い
ら
っ
し
ゃ

る
中
、
信
頼
関
係
の
構
築
と
安
全

環
境
の
提
供
を
心
が
け
日
々
患
者

様
と
接
し
て
お
り
ま
す
。
プ
ラ
イ

マ
リ
ー
ナ
ー
ス
を
中
心
に
、
患
者

様
と
共
に
看
護
を
考
え
、
ご
家
族
・

医
師
・
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
と

積
極
的
に
話
し
合
い
、
在
宅
支
援

に
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。
救
急

患
者
様
の
受
け
入
れ
は
、
協
力
体

制
を
整
え
・
・
・
時
に
は
厳
し
さ

を
忘
れ
ず
「
患
者
様
に
と
っ
て
よ

い
こ
と
」
を
追
求
す
る
こ
と
を
惜

し
ま
な
い
。
そ
ん
な
明
る
い
雰
囲

気
の
環
境
で
す
。

① 08：30～17：00

② 16：30～09：00

５～６階病棟
計

４階病棟
２～３階病棟
病棟名

１１
２３

４
８

病室数

２７
９４

２４
４３

ベッド数

固定チーム
継続
受持ち制

二交替制

看護方式 勤務形態 勤務時間
◎入院部門

５診察室( 別棟
含む) と処置室

及び内視鏡室
で構成。検査

介助

を含みます。

勤務時間：日
勤　08：30～

17：00

　　　　　夜
勤　16：30～

09：00

外来受付時間
：午前　08：

30～12：30

　　　　　　
　午後　13：

30～16：30（
土曜午後休診

）

（平日）：     夜
間　17：00～

18：30 (月・
金曜日 )

◎時間外及び
救急

東京都救急告
示病院である

ことから、24
時間 365 日の

緊急

処置・入院等
に即応できる

体制を確立し
ています。

外来
　外来・内科

・整形外科・
小児科を主体

とし、各科担
当受け

持ち体制を導
入し、地域の

中で継続看護
の実践に取り

組み、

患者様 1 人ひ
とりの声を大

切に、緊張を
和らげ、やさ

しく丁

寧な対応に努
め、安心して

診療が受けら
れるよう心が

けてお

ります。

◎外来部門 手術室は、外来・入院患者の定期・緊急手術に対応。月２５
件程度の症例があります。中央材料室は、医療器具・衛生材
料の集中管理を行います。
手術室
　消化器外科・整形外科手術を主体としています。
手術に関しては、誰もが不安や恐怖、緊張を抱いていること
だと思います。術前訪問を行い、手術の環境やどのようなことが行われるのか説明させて頂き、患者様の気
持ちが少しでも和らげられるように努めています。

◎手術室・中央材料室
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Jiyugaoka VIEW   AccessMap

自由が
丘

年　　　　　月　　　　　日現在

現住所　　〒氏　　名

その他特記すべき事項

自己PR①（得意な学科、興味のある分野）

自己PR②（趣味・スポーツ） 健康状態

その他特記すべき事項

目指すナース（どんなナースでありたいですか？）

氏　名

採用者側の記入欄（志望者は記入しないこと）

住所　〒

通勤時間

扶養家族数（配偶者を除く）
約　　　　　　時間　　　　　　分

人

通勤時間

医療法人柏堤会　奥 沢 病 院

配偶者の扶養義務

※　有　・　無 ※　有　・　無

本人希望記入欄（特に給料・職種・勤務時間・勤務地その他について希望があれば記入）

保護者（本人が未成年者の場合記入）
ふりがな

ふりがな

年 月 免許・資格・専門教育

自 己 紹 介 書

JR山手線

JR中央線
新宿 東京

池袋

渋谷

自由が丘

奥沢

目黒 大崎

上野

奥澤神社

GAP

マリークレー通
り

九品仏緑道

東急ストア
スィートフォレスト

コンビニ

コンビニ

東急目黒線 目黒 ▼

自由が丘駅

東急大井町線

東
急
東
横
線

▲
渋
谷

自
由
通
り

田
園
調
布
▼ 奥沢駅

自
由
が
丘
駅

電車　：　渋谷・目黒・より15分　横浜より20分
◎東急東横線　自由が丘駅南口下車 徒歩7分
◎東急目黒線　奥沢駅下車 徒歩3分

交通アクセス

病院見学・説明会
随時受け付けています。
お気軽にお問い合わせください。

奥沢病院
〒158-0083
東京都世田谷区奥沢 2-11-11

電話：03-5701-7788
FAX：03-5701-2922
Eメール：okusawasomu@tmg.or.jp
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